
　

高
齢
化
に
伴
い
前
立
腺
癌
の
患
者
数
は
増
加

し
て
お
り
、
２
０
０
６
年
は
胃
癌
、
大
腸
癌
、
肺

癌
に
次
い
で
４
番
目
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年

に
は
肺
癌
に
次
い
で
２
番
目
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

増
加
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
動
物
性
脂
肪
を

摂
取
す
る
機
会
の
多
い
欧
米
風
の
食
生
活
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。乳
製
品
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
脂

肪
、肉
の
摂
取
や
喫
煙
が
前
立
腺
癌
発
症
の
危
険

性
を
上
昇
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
一
方
、
機
能
性
食
品（
大
豆
、
緑
茶
、
セ
レ

ン
、
ビ
タ
ミ
ン
E
）や
魚
、
コ
ー
ヒ
ー
、
野
菜
な
ど

の
成
分
が
前
立
腺
癌
発
症
の
危
険
性
を
低
下
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
癌
の
発
生
に
は
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
関

与
し
て
お
り
、
高
脂
肪
と
低
食
物
繊
維
の
食
事

は
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

前
立
腺
癌
を
発
生
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、
遺
伝
的
素
因
も
指
摘
さ
れ
、
父
親
が

６０
歳
以
上
で
前
立
腺
癌
の
診
断
を
受
け
た
場
合

は
　
倍
、
兄
弟
が
６０
歳
以
上
で
診
断
さ
れ
た
場

合
は
２
倍
、
父
親
が
６０
歳
未
満
で
診
断
さ
れ
た

場
合
は
　
倍
、
兄
弟
が
６０
歳
未
満
で
診
断
さ
れ

理　　念

患者中心の医療
良質な医療の提供
大垣市民病院臨床研修の理念

◎社会人としての規律を守り、医師として思
　いやりのある人格を涵養する。
◎プライマリ・ケアに必要な幅広い診療能力
　を修得する。
◎チーム医療の一員として、安全・安心・満足
　の得られる患者中心の良質な全人的医療
　を実践する。

　当院は、臨床研修病院に指定されており、
次世代の医師育成のため、上級医の指導の
もと研修医の臨床研修及び学生の臨床実
習を行っています。

（長野県　志賀高原）

診
療
部

専
門
医
が
教
え
る
家
庭
の
医
学

宇
野　

雅
博

泌
尿
器
科

前
立
腺
癌
の

前
立
腺
癌
の

　
　
　

予
防
と
治
療
法

　
　
　

予
防
と
治
療
法

前
立
腺
癌
の

前
立
腺
癌
の

　
　
　

予
防
と
治
療
法

　
　
　

予
防
と
治
療
法

前
立
腺
癌
の

　
　
　

予
防
と
治
療
法

た
場
合
は
３
倍
に
前
立
腺
癌
発
症
の
危
険
性
が

増
加
し
ま
す
。

　

前
立
腺
癌
の
治
療
は
、
前
立
腺
を
摘
除
す
る

手
術
療
法
、
前
立
腺
に
放
射
線
を
照
射
す
る
放

射
線
療
法
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
低
下
さ
せ
る
ホ

ル
モ
ン
（
内
分
泌
）
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
早
期
癌
で
は
治
療
せ
ず
に
P
S
A（
前
立
腺

特
異
抗
原
）
を
定
期
的
に
採
血
す
る
P
S
A
監

視
療
法
が
適
応
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

前
立
腺
癌
は
①
限
局
性
癌
（
癌
が
前
立
腺
内

に
と
ど
ま
る
）②
局
所
進
行
癌
（
癌
は
前
立
腺
周

囲
に
拡
が
る
が
リ
ン
パ
節
転
移
や
遠
隔
転
移
が

な
い
）③
遠
隔
転
移
を
有
す
る
癌
に
病
気
分
類

さ
れ
ま
す
。①
限
局
性
癌
で
は
手
術
療
法
、
放
射

線
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
P
S
A
監
視
療
法
、

②
局
所
進
行
癌
で
は
手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
、③
遠
隔
転
移
を
有
す
る
癌
で

は
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
な
り
ま
す
。
更
に
治
療
方

法
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
年
齢（
期
待
余
命
）、

癌
の
悪
性
度
、
合
併
症
の
有
無
な
ど
も
考
慮
さ

れ
て
、
１
人
１
人
の
最
適
な
治
療
方
法
が
選
択

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１.５

２.５

■発行責任者／病院長　曽根　孝仁
■編　　　集／大垣市民病院広報誌編集委員会 広報   第３９号

発 行 平成24年７月1日



四季の風 第３９号

　当院では、「患者中心の医療・良質な医療の提供」を理念に掲げ、地域の皆さま
からより信頼される病院を目指し、平成24年2月22日（水）に、入院患者さん、
新患患者さん全員、及び再来患者さんの一部を対象にアンケート調査を実施い
たしました。
　アンケート結果については、入院、外来の各アンケート項目（それぞれ30項目
程度）のうち、主要な内容9項目について、次のとおりご報告させていただきます。

　上記のアンケート結果のほか、当院に対するご意見、ご要望として、施設的な改善要望から待ち時間や接

遇面等、様々なご指摘をいただきました。

　今回のアンケート結果につきましては、今後の病院運営の参考とさせていただき、より患者さんに対する

サービス等の充実に努めてまいりたいと考えております。なお、ご協力いただきました患者さんには心より

お礼申し上げます。

　ありがとうございました。

今回医師が行った治療について
満足できましたか

医師は、治療に関する疑問点や
相談を聞いてくれましたか

看護師への質問や相談のしやす
さについて満足できましたか

看護師は、日常生活の手助けに
ついて、親切な対応でしたか

プライバシーは守られていまし
たか

病院内の居住環境（空調など）に
ついてはいかがでしたか

あなたは入院中、他の患者と比
較して不公平な扱いを受けたこ
とがありましたか
入院期間を通じて当院での療養
生活について全体としてどのよ
うな印象を持たれましたか

入院中あなたが看護師から受け
た説明と指導は、満足できまし
たか

27.78%
145人

30.11%
156人

28.71%
151 人

29.01%
152 人

34.34%
181人

16.30%
81人

16.39%
79人

61.20%
295人

21.16%
102 人

11.54%
57人

41.73%
212 人

46.06%
234人

68.22%
337人

15.18%
75人

71.02%
353人

11.47%
57人

59.73%
313 人

10.31%
54人

59.89%
315 人

10.07%
53人

58.69%
304人

10.62%
55人

56.71%
296人

56.17%
296人

8.92%
47人

14.75%
0.57%　3人 非常に満足 満足

良く聞いてくれた

どちらともいえない
不満

非常に良く聞いてくれた
どちらともいえない あまり聞いてくれなかった
まったく聞いてくれなかった

守られていた非常に守られていた
どちらともいえない あまり守られていなかった
まったく守られていなかった

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

まったくなく満足 ほとんどなく満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に親切 親切
どちらともいえない
不親切

少し不親切

0.19%　1人
0.58%　3人

0.95%　5人

0.95%　5人

0.57%　3人

1.01%　5人

1.04%　5人

4.66%　23人

0.40%　2人
2.76%　14人

0.00%　0人

0.21%　1人

0.00%　0人

0.00%　0人

0.00%　0人

0.20%　1人

0.38%　2人

77人

9.45%
48人

入院に関するもの

受付後、診療までどのくらい待
ちましたか

薬を受けとるまでに、どのくら
い待ちましたか

薬剤師の対応については、どう
でしたか 

プライバシーは守られていまし
たか

病院内の清潔度等について、ど
のように思われましたか

車椅子の利用者に対する配慮
（段差の解消など）は、いかがで
したか

病院内の案内表示（案内板など）
については、いかがでしたか 

病気の状態や、その治療方法等
について、医師から受けた説明
は理解できましたか

看護師の対応については、どう
でしたか

18.59%
61 人

20.64%
45人

24.17%
80人

30.77%
96人

12.81%
31 人

23.17%
73人

67.32%
208人

24.27%
75人

16.00%
52人

8.43%
15 人

5.50%
17 人

50.56%
90人

66.77%
217 人

15.38%
50人

65.71%
207人

9.21%
29人

60.26%
188人

64.35%
213 人

10.58%
35人

5.77%
18人

38.99%
85人

29.82%
65人

6.42%
14人

27.44%
90人

58.26%
141 人

26.45%
64人

31.40% １５分以内 30分以内
１時間以内
１時間半以上

守られていた非常に守られていた
どちらともいえない あまり守られていなかった

どちらともいえない あまり理解できなかった

まったく守られていなかった

１時間半以内

１５分以内 30分以内
１時間以内
１時間半以上

１時間半以内

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に満足 満足
どちらともいえない
不満

少し不満

非常に理解できた ほぼ理解できた

まったく理解できなかった

0.60%　2人

2.88%　9人

2.48%　6人

1.59%　5人

2.59%　8人

1.85%　6人

0.00%　0人
2.81%　5人

0.56%　1人

0.00%　0人

0.32%　1人

0.32%　1人

0.32%　1人

4.13%　9人

0.30%　1人

103人
12.20%
40人

10.37%
34人

37.64%
67人

外来に関するもの



四季の風 第３９号

西
田　

か
を
り

正
者　
　

美
穂

川
村　
　

知
代

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

看護部看護部看護部看護部看護部褥
瘡
の
予
防
ケ
ア

褥
瘡
の
予
防
ケ
ア

褥
瘡
の
予
防
ケ
ア

薬剤部Vol.37

ととっってておおききののとっておきの

ののはなしはなしのはなし
薬薬薬

　
痛
風
の
薬
に

つ
い
て
知
ろ
う

尿
酸
合
成
阻
害
薬

ザ
イ
ロ
リ
ッ
ク
、フ
ェ
ブ
リ
ク

　

痛
風
は
、
尿
酸
の
結
晶

が
関
節
に
沈
着
し
て
起

こ
る
病
気
で
す
。痛
風
の

発
作
は
、
尿
酸
の
結
晶
が

で
き
や
す
い
足
の
親
指

に
多
発
し
、
発
作
的
に
激

し
い
関
節
痛
を
と
も
な

い
ま
す
。夜
間
に
突
然
発

症
す
る
こ
と
が
多
く
、
激

し
い
痛
み
と
腫
れ
が
２

〜
３
日
続
き
ま
す
。

　

血
液
中
の
尿
酸
値
が

高
い
（
高
尿
酸
血
症
）
場

合
、
痛
風
は
起
こ
り
ま

す
。し
た
が
っ
て
、
痛
風

を
予
防
す
る
に
は
体
内

の
尿
酸
値
を
下
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
に
用
い
ら
れ
る
の
が
、

尿
酸
合
成
阻
害
薬
や
尿

酸
排
泄
促
進
薬
と
い
っ

た
尿
酸
降
下
薬
で
す
。　

　

こ
れ
ら
の
薬
は
予
防

薬
で
あ
る
た
め
、
発
作
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎

日
規
則
正
し
く
飲
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

痛
風
発
作
を
予
防
す
る
尿
酸
降
下
薬
で

す
。ど
ち
ら
の
薬
も
、
体
内
で
の
尿
酸
の
合

成
を
抑
え
る
作
用
を
も
ち
ま
す
。
し
た

が
っ
て
「
尿
酸
産
生
過
剰
型
」
の
人
に
よ
り

適
し
ま
す
。

　

ザ
イ
ロ
リ
ッ
ク
は
、
腎
機
能
に
応
じ
、
投

与
量
の
減
量
や
投
与
間
隔
の
延
長
を
考
慮

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。腎
臓
が
悪
い
と

体
内
に
蓄
積
し
や
す
く
、
ま
れ
に
皮
膚
障

害
や
血
液
障
害
、
肝
障
害
な
ど
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ェ
ブ
リ
ク
は
、
胆
汁
や
尿
な
ど
複
数

の
経
路
か
ら
排
泄
さ
れ
る
多
経
路
排
泄
型

な
の
で
、
腎
機
能
に
応
じ
た
用
量
調
節
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
、
そ
の
使
い
や

す
さ
か
ら
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

尿
酸
排
泄
促
進
薬

ユ
リ
ノ
ー
ム

　

ザ
イ
ロ
リ
ッ
ク
や
フ
ェ
ブ
リ
ク
と
同
じ
よ

う
に
、
痛
風
の
予
防
薬
で
す
。こ
ち
ら
は
、
尿

酸
の
排
泄
量
を
増
や
し
ま
す
。し
た
が
っ
て

「
尿
酸
排
泄
低
下
型
」
の
人
に
適
し
ま
す
。腎

臓
の
尿
細
管
に
お
い
て
、
尿
酸
の
再
吸
収
を

阻
害
し
ま
す
。結
果
的
に
、
尿
酸
の
排
泄
量
が

増
え
、血
液
中
の
尿
酸
値
が
下
が
り
ま
す
。

　

ご
く
ま
れ
に
重
い
肝
障
害
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
る
の
で
、
定
期
的
に
肝
機
能
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ル
ヒ
チ
ン

コ
ル
ヒ
チ
ン

　

コ
ル
ヒ
チ
ン
の
特
性
は
、
発
作
初
期
に
早

く
飲
む
ほ
ど
よ
く
効
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

痛
風
発
作
を
過
去
に
経
験
し
て
い
れ
ば
、
発

作
を
予
知
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。前
兆
症

状
と
し
て
足
の
親
指
な
ど
に
ジ
ン
ジ
ン
、
ピ

リ
ピ
リ
、
ム
ズ
ム
ズ
感
な
ど
が
現
れ
ま
す
。こ

の
と
き
す
ぐ
に
コ
ル
ヒ
チ
ン
を
１
錠
飲
め
ば

発
作
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。発
症

後
２
〜
３
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
症
状
が
軽
く

て
す
み
ま
す
。痛
み
が
激
し
く
な
っ
て
か
ら

飲
ん
で
も
、
よ
い
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

発
作
止
め
と
し
て
頓
服
を
原
則
と
し
ま
す
。

尿
ア
ル
カ
リ
化
薬

ウ
ラ
リ
ッ
ト
、

炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム（
重
曹
）

　
「
尿
酸
結
石
」
を
防
ぐ
お
薬
で
す
。ユ
リ

ノ
ー
ム
な
ど
の
尿
酸
排
泄
促
進
薬
は
、
尿
中

に
多
量
に
排
泄
さ
れ
る
尿
酸
に
よ
り
、
尿
路

に
尿
酸
結
石
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ラ
リ
ッ
ト
や
重
曹
に
よ
り
尿
を
ア
ル
カ
リ

性
に
す
る
こ
と
で
、
尿
酸
結
石
を
防
ぎ
ま
す
。

十
分
な
水
分
と
と
も
に
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

鎮
痛
消
炎
薬

ロ
キ
ソ
ニ
ン
、ナ
イ
キ
サ
ン
、

ボ
ル
タ
レ
ン
な
ど

　

痛
風
発
作
時
に
適
す
る
の
は
、
速
効
性
で

抗
炎
症
効
果
の
強
い
鎮
痛
消
炎
剤
で
す
。飲

み
薬
の
ほ
か
、
効
果
の
早
い
坐
薬
も
適
し
ま

す
。ま
た
、
痛
み
の
ピ
ー
ク
時
に
限
り
、
通
常

よ
り
多
く
服
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。た

だ
し
、痛
み
が
軽
く
な
っ
た
段
階
で
減
量
、ま

た
は
中
止
し
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド

プ
レ
ド
ニ
ン
、プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン

　

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は
基
本
的
に
使
い
ま
せ

ん
。た
だ
、
重
い
胃
潰
瘍
や
腎
臓
病
な
ど
で

一
般
的
な
鎮
痛
薬
が
使
い
に
く
い
場
合
に
、

用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。漠
然
と
長
期
間

続
け
る
こ
と
は
、好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
効
別
シ
リ
ー
ズ

看護部の理念看護部の理念看護部の理念看護部の理念看護部の理念
安心と満足につながる
温かな看護の提供

褥
瘡
っ
て
？

褥
瘡
っ
て
？

ど
ん
な
人
に

　

出
来
や
す
い
の
？

ど
ん
な
人
に

　

出
来
や
す
い
の
？

　

褥
瘡
は
、
床
ず
れ
と
も
言
わ
れ
、

マ
ッ
ト
レ
ス
（
寝
具
）
や
車
椅
子
な
ど

と
接
触
す
る
部
分
の
皮
膚
が
圧
迫
さ

れ
る
こ
と
で
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

り
、
皮
膚
や
そ
の
下
に
あ

る
組
織
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
か
ら
自
分
で
移
動
で
き
る

人
に
は
、
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト
レ
ス
、

ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
る
機
会
が
な
い
人

に
は
、
圧
切
替
型
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
レ
ス

が
お
す
す
め
で
す
。使
用
さ
れ
る
人
の

状
況
で
選
ぶ
こ
と
が

大
切
で
、
介
護
保
険
を

使
用
し
リ
ー
ス
が
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

体
の
向
き
を
変
え
る
と
き
に
は
、
骨

が
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
マ
ッ
ト
な
ど

に
接
触
し
に
く
い
３０
度
位
に
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

３０
度
の
角
度
で
つ
く
ら
れ
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
、
背
中
に
挿
入
す
る
こ
と
で

身
体
の
向
き
が
変
え
ら
れ
ま
す
。（
体

位
変
換
補
助
用
具
は
、
介
護
保
険
で

リ
ー
ス
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

褥
瘡
が
で
き
た
時
だ
け
で
な
く
予

防
ケ
ア
で
お
悩
み
の
方

は
、
皮
膚
科
も
し
く
は

形
成
外
科
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日
中
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
ベ
ッ

ド
や
車
椅
子
で
過
ご
し
、
寝
返
り
や

身
体
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
が
困

難
な
人

関
節
が
拘
縮
し
て
い
る
人
（
関
節

が
伸
び
な
い
状
態
で
固
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
人
）

食
事
が
十
分
に
と
れ
な
い
状
態
が

長
く
続
い
て
い
る
人

痩
せ
て
い
る
人
（
骨
が
出
て
い
る

人
）、
痛
み
止
め
を
持
続
的
に
使
用

し
、
痛
み
の
感
覚
が
鈍
く
な
っ
て

い
る
人

・・・・

マ
ッ
ト
レ
ス
は
、

使
用
さ
れ
る
人
に

合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が

大
切
で
す

マ
ッ
ト
レ
ス
は
、

使
用
さ
れ
る
人
に

合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が

大
切
で
す

寝
返
り
が
で
き
な
い

人
の
場
合
は
、

定
期
的
に
体
の
向
き
を

変
え
ま
し
ょ
う

寝
返
り
が
で
き
な
い

人
の
場
合
は
、

定
期
的
に
体
の
向
き
を

変
え
ま
し
ょ
う



四季の風 第３９号

「四季の風」39号をお届けしました。次回は10月1日に発行予定です。
〒503-8502
大垣市民病院広報誌編集委員会

TEL（0584）81-3341
http://www.omh.ogaki.gifu.jp/
（電話でのお問い合わせについては、お間違いのないようお願いします）

FAX（0584）75-5715
大垣市南頬町4丁目86番地「四季の風」では、今後とも多くの皆さまの声をお聞きしながら、読みやすい

 紙面づくりを目指してまいります。
ご意見、ご要望がございましたらお気軽にお寄せください。

編 集
後 記
編 集
後 記

※

注
意
点

※

注
意
点

※

注
意
点

　よろず相談・地域連携課は、医療福祉相談部門と地域連携・医療相談部門が広く皆さまからのご意見やご相談に、
お応えしております。
　医療福祉相談部門は、患者さんの転院先や在宅サービスの利用について、医療ソーシャルワーカーがご相談に応
じております。
　地域連携・医療相談部門は、地域の医療機関から、当院専門医の診察や高度な検査の予約を受け付けるとともに、
共同での診療などを進めております。また、がんの相談やセカンドオピニオン相談、各医療相談は看護師がお応えして
おります。
　ご相談いただいた個人情報は厳守しておりますので、お気軽にご利用ください。

4つの講座については、事前の予約は必要がなく、どなたでも無料で参加いただけますので、多数のご参加をお待ちしております。

よろず相談・地域連携課について

○応　募　資　格／ 採用時満55歳までの方
（准看護師は45歳までの方）

※正職員は夜勤も数回できる方

○勤　務　体　制／ 外来または病棟勤務

○申　し　込　み／ 看護師または准看護師免許証の写しと履歴書（写真添付）

を大垣市民病院庶務課へ郵送またはご持参ください。

○問い合わせ先／

※応募資格・勤務時間等の詳細な内容については、当院ホームページまたは上記の問い
　合わせ先までお尋ねください。採用者には、一定期間研修を行いますので、安心して
　働くことができます。たくさんのご応募おまちしております。

〒503-8502大垣市南頬町4丁目86番地

大垣市民病院　庶務課　
☎0584-81-3341内線6132・6133

○選　考　方　法／ 書類選考および面接＊面接日などは後日連絡

正職員：看護師免許取得者
パート：看護師または准看護師免許取得者

保育所完備看護師
（正職員・パート）随 時 募 集 

当院は敷地内全面禁煙です。ご理解、ご協力ください。

◆

◆
◆

●

●

●

診療報酬改定に伴う院外処方せんの変更について
　平成 24 年 4 月の診療報酬改定において、院外処方せんの様式が
一部変更されました。
　これまでの様式では、院外処方せんに記載された処方の中で医師が
1つでも後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用ができないと判断し
たときは、すべての処方に対して後発医薬品に切り替えることができ
ませんでしたが、新しい様式では、個々の医薬品に対して変更の可否を
記載できるようになりました。

車椅子を車両に搭載し使用する。若しくは当院の車椅子を使用する者。
（運転者、同乗者どちらでも可）
駐車禁止除外指定標章の交付をされている者。
大垣市肢体不自由児童父母の会の駐車許可証書の交付をされている者。

身体障害者駐車場ではありません。
車椅子マークの有無は、駐車場の利用に際し、関係ありません。駐車場の利用
に際し、重要なのは、車椅子を実際に利用する方が対象になります。
当駐車場の利用のための許可証の類は当院からは一切発行しておりません。

車椅子専用駐車場について
利 用 で き る 該 当 者

テ　ー　マ：「介護保険で利用できる
　　　　　　　在宅サービスについて」

日　　　時：平成24年8月23日（木）

　　　　　　　　午後4時～午後5時

場　　　所：3病棟2階デイルーム

問い合わせ先：よろず相談・地域連携課

　　　　　　内線6178

よろず相談・地域連携課出前講座

市民公開講座 糖尿病公開講演会
演　　　題：1.「夏の皮膚の薬」

薬剤部　　　　松岡　知子

2.「夏の皮膚病とスキンケア」
皮膚科部長　　高木　肇

糖尿病腎臓内科医長　大橋　徳巳

日　　　時：平成24年7月17日（火）午後3時～午後4時
場　　　所：管理棟5階　講堂
問い合わせ先：診療検査科　内線4521

第6回がんの市民公開講座 ～西濃地域における緩和ケアの現状～
演　　　題：1.「緩和ケアとは」

呼吸器内科部長　　進藤　丈

2.「大垣市民病院における緩和ケア」
看護部　　　　　　田中　美帆

3.「西濃地域の緩和ケア」
沼口医院　院長　　沼口　諭

4.「日常動作の工夫」
リハビリテーション科　石原　祐子

日　　　時：平成24年7月21日（土）午後1時30分～午後3時
場　　　所：大垣市総合福祉会館　5階ホール
問い合わせ先：事務局庶務課　内線6135

演　　　題：「腎臓病の治療～日常生活の
　　　　　　　　注意点とお薬について」

日　　　時：平成24年8月16日（木）午後4時～午後5時
場　　　所：管理棟5階　講堂
問い合わせ先：糖尿病腎臓内科　内線2101

　介護認定の申請手続き、在宅サービスの内容など、介護
保険の利用をお考えの方に、役立つ情報をお話します。

お知ら
せ


